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本研究は、 薬用資源植物の化学的多様性のゲノム起源を解
明することを目的として、トランスクリプトーム／メタボロ
ーム／ゲノムワイドアソシエーション解析等を駆使した機能
解析を行い、有効化学成分の生合成や蓄積の仕組みを明らか
にしようとするものである。 
薬用資源植物の持続的利用を見据えた研究であり、合成生

物学や品種選抜への応用も考慮していることに学術的及び社
会的意義がある。甘草を中心とした研究計画であるが、甘草
以外の重要薬用植物についても、応用・実装的展開が期待さ
れる。 

 


